
４年  「目の不自由な人を理解しよう」 

基礎知識、疑似体験、かかわり方の工夫 

＜担当：視覚支援学校＞ 

・ 

 

６年  「見えない困り感のある人を理解しよう」 

感じ方の違い、疑似体験、「きこう」の合

い言葉   ＜担当：天王みどり学園＞   

 

 

 

・ 

２年  「誰のための工夫かな？」 

身近な工夫、体験活動、友達を増やす 

ポイント   ＜担当：天王みどり学園＞ 

 

 

・ 

５年  「手足や身体の不自由な人を理解し

よう」 

基礎知識、疑似体験、かかわり方の工夫 

＜担当：秋田きらり支援学校＞

 

 

・ 

      秋田県立支援学校天王みどり学園 

本校では、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支え合い、人々の多様なあり方を認め、共に助け合う共生社

会の実現に向けて、地域における障害者理解の取組を進め、共に学び合い、生きる素地をつくることを目的とした

障害理解授業を推進しています。 

１年  「いろいろな人がいるよ」 

みどり学園の紹介、特性とかかわり方、 

体験活動、友達を作るポイント 

＜担当：天王みどり学園＞

＜ 

 

 

 

・ 
３年  「耳の不自由な人を理解しよう」 

基礎知識、疑似体験、かかわり方の工夫        

＜担当：聴覚支援学校＞ 

 

 

 

・ 

 

 

➢ この６年間を通して障害の

人に対して「かわいそう」と思

っていたのが「がんばれ」に変

わりました。 

➢ この６年間で考えが変わっ

た。障害も個性の一つ、悪

いことばかりじゃないと思う。 

➢ 障害がある人への工夫が増

えて不安がなく暮らせるように

なってほしい。 

小１～６年まで体験した

児童の感想の抜粋 

秋田県立支援学校天王みどり学園 
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